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調査の概要

３．調査時期　　　平成１９年５月３日～５月７日

１．調査方法　　

　インターネット調査

　　　インターネット調査会社のモニター16.2万件に対して調査対象の要件確認を行い（4/27～4/30）、これに応じた58,722件の中で、平成18年4月1日から平
成19年4月末までに民間住宅ローンを借入した方1,797件に対してインターネットによるアンケート調査を実施し、調査期間（5/3～5/7）に先着順に回答があっ
た民間住宅ローン利用者1,395件を調査対象とした。

４．調査項目　　　利用した住宅ローンや住宅ローン選びに関する事項

２．調査対象

　民間住宅ローン借入者　（n=1,395）

　・借入時期：平成18年4月1日から平成19年４月末
　・居住用の新規の住宅ローン（除く：借換え、リフォーム、土地のみの融資、アパートや投資用のローン）
　・全国の２０歳以上６０歳未満までの方（除く：学生、無職）

平成19年度 住宅ローン利用に関するアンケート調査（第1回）

平成１９年５月２５日
独立行政法人　住宅金融支援機構
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１．利用した住宅ローンの認知媒体

　　利用した住宅ローンを知るきっかけ（認知媒体等）は、「住宅・販売事業者からの情報」が６１．２％と圧倒的に多く、
次いで「インターネット」２５．２％、「金融機関からの情報」１６．３％など

調査結果
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0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0 50.0 55.0 60.0 65.0

住宅・販売事業者からの情報
（除く：ホームページ）

インターネット

金融機関からの情報（除く：ホームページ）

住宅情報誌

口コミ情報

折込みチラシ

新聞記事

新聞広告

ファイナンシャルプランナー、住宅ローン
アドバイザー等の専門家

モデルルーム、住宅展示場

テレビ

ポスター等の屋外掲示

ダイレクトメール（DM）

住宅金融支援機構（旧住宅金融公庫）
からの情報（除く：ホームページ）

交通機関の車内や車体の広告

雑誌（除く：住宅情報誌）

ミニコミ誌

ラジオ

講演会、セミナー

Q.利用した住宅ローンを知るきっかけは何でしたか＜複数回答可＞
構成比％

n=1395
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２．住宅ローンを決定した際、影響が大きかった媒体

　 　住宅ローンを決定した際、影響が大きかった媒体等は、「住宅・販売事業者からの情報」が５６．０％と圧倒的、

次いで「インターネット」１９．１％、「金融機関からの情報」１８．２％など
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口コミ情報

ファイナンシャルプランナー、住宅ローン
アドバイザー等の専門家

住宅情報誌
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新聞記事

新聞広告

モデルルーム、住宅展示場

住宅金融支援機構（旧住宅金融公庫）
からの情報（除く：ホームページ）
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交通機関の車内や車体の広告

ダイレクトメール（DM）

ポスター等の屋外掲示

雑誌（除く：住宅情報誌）

講演会、セミナー

ミニコミ誌

n=1395

Ｑ．住宅ローンを決定した際、影響が大きかった媒体等は何でしたか＜複数回答可＞
構成比％
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３．利用した住宅ローンを選ぶ決め手

　 利用した住宅ローンを選ぶ決め手としては、「金利水準が低かったこと」５１．２％、「金利優遇があるなど当初

金利が低かったこと」４５．５％などが圧倒的に多く、次いで「住宅･販売事業者の勧めがあったから」２４．２％など
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金利水準が低かったこと

金利優遇が有るなど当初金利が低かったこと

住宅・販売事業者の勧めがあったから

繰上返済し易そうだったから

取得費のほぼ全額を賄える融資額を
１つのローンで借入できたから

物件に関して提携ローンなど利用できる
住宅ローンが決まっていたから

手数料等の有無など諸費用が安かったこと

返済中の金利リスクがなく、返済額が
確定して安心だったから

借入できるか否かについて、早めにわかったから

口コミによる勧めがあったから

その他　

勤務先や企業系列の関係から利用できる
ローンが決まっていたから
他の住宅ローンを断られたりして、

利用できなかったから
預金金利の優遇、マイレージポイントなど、
付随的なサービスが魅力だったから

つなぎ融資を借りなくても良かったから

金融機関の勧めがあったから

生命保険の内容が充実していたから

初期負担額（初期返済）が少なかったこと

総返済額が少なかったから

n=1395

構成比％
Ｑ．住宅ローンを選ぶ決め手として、よくあてはまる事項はどれですか＜３つまで回答可＞
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H19.1
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0
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構成比％

借入時期

民間住宅ローンの金利タイプ（借入時期別）  n=1395

全期間固定型

固定期間選択型

変動型

長短金利％

短期金利（無担保ｵｰﾊﾞｰﾅｲﾄｺｰﾙ）

長期金利（10年国債流通利回り）

　調査対象期間（平成18年4月～平成19年4月）を通じては、固定期間選択型が過半数（５６．１％）を占めているが、
平成19年1月以降、固定期間選択型のシェアが減少し、全期間固定型のシェアが増加。

４．住宅ローンの金利タイプ

203（14.6%）変動型

782（56.1%）固定期間選択型

410（29.4%）全期間固定型

サンプル数数
（構成比）

金利タイプ　
n=1395
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相対シェア％ 当初金利の固定期間（固定期間選択型） n=782

　調査対象期間（平成18年4月～平成19年4月）を通じては、３年固定が最多だが、近時は１０年固定が増加。

５．固定期間選択型の当初金利の固定期間（借入時期別の相対的シェア）

借入時期

当初金利の
固定期間

ｻﾝﾌﾟﾙ数 構成比

1年 19 2.4
2年 111 14.2
3年 269 34.4
5年 105 13.4
7年 5 0.6
10年 224 28.6
15年 5 0.6
その他 44 5.6
計 782 100.0

＜参考＞当初金利の固定期間
(平成18年4月～平成19年4月)
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35年
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借入時期

相対シェア％
全期間固定型の固定期間（＝返済期間） n=280

注）フラット３５を除く全期間固定型(n=280)

　全期間固定型は、３５年固定が主流だが、２０年固定や３０年固定なども増加してきている。

６．全期間固定型の固定期間（借入時期別の相対的シェア）
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ﾌﾗｯﾄ35以外

ﾌﾗｯﾄ35

相対シェア％

n=410

返済期間

全期間固定型の固定期間

　　全期間固定型は、３５年が過半数（５１．２％）を占め、次いで、２０年が１４．１％、３０年が１２．４％。

　７．全期間固定型の固定金利期間（＝返済期間）

ｻﾝﾌﾟﾙ数 構成比
2年 3 0.7
3年 4 1.0
5年 5 1.2
7年 2 0.5
10年 26 6.3
15年 16 3.9
20年 58 14.1
25年 27 6.6
30年 51 12.4
35年 210 51.2
その他 8 2.0
計 410 100.0

返済期間
計
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８．住宅ローン金利と金利タイプ

注）住宅ローン金利は、借入当初の金利水準

　借入当初の金利水準は、「変動型」＜「固定期間選択型」＜「全期間固定型」の分布傾向がある。
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相対シェア％ 住宅ローン金利と金利タイプ n=1395
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　　「100%ﾛｰﾝ借入」「付随費用も含め、住宅取得を上回るローン借入（例、120%ﾛｰﾝ）」は、世帯年収が低いほど利用
割合が高くなっている。金利タイプ別では、全期間固定型に比べ、変動型や固定期間選択型での利用割合が高い。

９．住宅ローンの借入状況
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計 n=1395

400万円以下
n=155

600万円以下
n=545

800万円以下
n=350

1000万円以下
n=182

1500万円以下
n=117

1500万円超
n=46

全期間固定型
n=410

固定期間選択型
n=782

変動型
n=203

頭金を準備、残額をローン借入 １００％（全額）ローン借入 付随費用も含め、住宅取得額を上回るローン借入（例.120%ﾛｰﾝ）

世帯年収

Q.住宅取得にあたって住宅ローン借入状況は次のどれですか

金利タイプ
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１０．返済負担率

　返済負担率（年間返済額／世帯年収）は、世帯年収が低いほど高めになっている。
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戸建注文住宅
n=561

戸建建替え
n=45

新築建売
n=197

新築分譲ﾏﾝｼｮﾝ
n=365

中古戸建
n=123

中古ﾏﾝｼｮﾝ
n=104

1000万円未満 2000万円未満 3000万円未満 4000万円未満 5000万円未満 5000万円以上

住宅ローン借入額

１１．住宅ローン借入額

　新築建売、戸建注文、新築分譲マンションは、戸建建替や中古住宅に比べて2000万円以上の住宅ローン借入
額の占める割合が大きく、８割前後となっている。
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１２．今後の住宅ローン金利

　　今後１年間の住宅ローン金利について、「現状より上昇する」が過半数（５３．７％）だが、「少し上昇するが
それほど気になるほどではない」「ほとんど変わらない」「長期金利は上昇しない」、「そのうち低下する」も４２．５％

見当がつかない
3.8%

短期金利は上昇しても、
長期金利はさほど
上昇しない　1.6%

変動はあるが、
そのうち低下する　0.4%

ほとんど変わらない
6.9%

少し上昇するがそれほど気
にするほどではない

33.5%

現在より上昇する
53.7%

n=1395

Ｑ.今後１年間の住宅ローン金利は、どうなると思いますか
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１３．住宅ローンについて難しかったこと

　　住宅ローンで調べたがわからなかった、あるいは難しかったことは、「金利や利息の計算方法」３０％、次いで
「住宅ローンの仕組みや返済など全般」１５％、「他の商品との比較検討」１１％など、さらに「何をどのように調べて
よいか分からない」との声もあった。　

30.8%

15.4%

11.8%

9.0%

8.0%

7.8%

6.6%

5.4%

5.2%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

金利や利息の計算方法

住宅ローンの仕組みや返済などの全般

他の商品との比較検討

専門用語、説明内容が難しくてわからない

今後の金利動向

諸費用、手数料について

保証料に関すること

何をどのように調べてよいかわからない

その他

n=746

Ｑ．住宅ローンについて調べたがよくわからない、あるいは難しかったこと（自由回答）
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１４．住宅ローン選びで最も大切だと思うこと

　住宅ローン選びで最も大切だと思うこととして、「金利に関すること」３４．５％、「無理のない返済計画」２７．５％など　　

34.5%

27.5%

12.0%

11.4%

6.3%

3.8%

2.5%

2.1%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

金利に関すること

無理のない返済計画

信頼性（金融機関、営業マン）

商品に関する情報収集、知識や理解

他の商品との比較検討

親族、知人、専門家との相談

長期的な返済計画や生活設計

その他

ｎ＝1100

Ｑ．住宅ローン選びで最も大切だと感じたことは何ですか（自由回答）
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　　利用された住宅ローンの情報等は、「主に自分で調べた（専門家や営業マンへの依頼を含む）」が７２．５％と
最も多く、調べた内容では「当初の金利や返済額」が９０％となっている。

１５．住宅ローンに関する情報の調べ方

ほとんど調べなかった
9.7%

主に自分で調べた
（専門家や営業マン
への依頼も含む）

72.5%

家族・親族に任せた
17.8%

Ｑ．住宅ローンについての情報等はどのようにして調べましたか

n=1395

90.1

53.7

40.9

62.7

56.2

29.4

0.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0

当初の金利や返済額

保証料や保険などの
付随費用

適用金利の見直しや
返済額の見直しルール

繰上返済に関する
費用や手続き

他の住宅ローンと比較した
特徴や長所や短所

返済終了までの
家計の収支状況

その他

構成比％

n=1011

Ｑ．どのような項目を調べましたか
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【参考】　回答者の基本属性　　n=1395　

　注：　首都圏：埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県
　　　　　東海圏：岐阜県、静岡県、愛知県、三重県
　　　　　近畿圏：滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県
　　　　　その他：首都圏、東海圏、近畿圏以外

ｻﾝﾌﾟﾙ数 構成比%
20歳代 181 13.0
30歳代 886 63.5
40歳代 281 20.1
50歳代 47 3.4

400万円以下 155 11.1
600万円以下 545 39.1
800万円以下 350 25.1
1000万円以下 182 13.0
1500万円以下 117 8.4
1500万円以超 46 3.3
首都圏 638 45.7
東海圏 132 9.5
近畿圏 243 17.4
その他 382 27.4
注文新築 561 40.2

(うち敷地同時取得 458 81.6 )
注文建替え 45 3.2
新築建売 197 14.1
新築ﾏﾝｼｮﾝ 365 26.2
中古戸建 123 8.8
中古ﾏﾝｼｮﾝ 104 7.5
全期間固定型 410 29.4
(うちフラット３５ 130 31.7 )
固定期間選択型 782 56.1
変動型 203 14.6
10%以内 167 12.0
15%以内 350 25.1
20%以内 410 29.4
25%以内 261 18.7
30%以内 139 10.0
35%以内 37 2.7
40%以内 23 1.6
40%超 8 0.6

1000万円未満 63 4.5
2000万円未満 316 22.7
3000万円未満 525 37.6
4000万円未満 339 24.3
5000万円未満 106 7.6
5000万円以上 46 3.3

項　目

年齢

世帯年収

地域

住宅の種類

金利タイプ

返済負担率

住宅ﾛｰﾝ借入額


